
磨製石斧の材料と加熱処理 (2)

大屋道則

要旨 縄文時代の磨製石斧の材料にしばしば用いられているトレモラ閃石岩は、原石の産地では濃緑色半透明

なものが主体そ占める。しかし、遺物としてみられるものは、様々な色調で特有の縞模様をもち不透明なもの

が主体を占めている事を前稿で指摘し、加熱処理で色調が変化することも示した。

今回は、トレモラ閃石岩が加熱によってどのように変化するか、色調の異なる母岩を何種類か選択し、加熱

温度に対すd色調の変化を検討した。 I

その結果、 600~ 7000C程度に加熱したトレモラ閃石岩の色調が、埼玉県内で出土する磨製石斧の一部の色

調に類似することがわかった。

はじめに

絹文時代の磨製石斧の材料としてのトレモラ閃

石岩は、トレモラ閃石やアクチノ閃石毛E主成分と

して含む岩石であり、新潟県の糸魚川から富山県

境の境川にかけての日本海側の海岸地帯に多く産

出し、周辺には磨製石斧の製作祉が認められる。

関東地方で出土する縄文時代の磨製石斧の一般

的な製作方法は、片面は原石の形態を利用し、も

う一方の面を集中的に敵打、あるいは研磨してい

る場合が多い。一方、トレモラ閃石岩は、極めて

鍛密であり敵打による加工があまり期待できない

ことから、必ずしも効率の良くない研磨によって

最終的な形態が作られたと推定できる。

関東地方から出土するトレモラ閃石岩製の磨製

石斧については、原石の産出状況から考えると、

糸魚川から境川周辺から採取されたと考えること

が妥当であり、更に転石の形態を考慮すれば、河

川の上流部ではなしむしろ海岸、あるいは河口

周辺かち採取されたと考えることが適当であろ

つ。

しかし、海岸で採取できるトレモラ閃石岩は、

埼玉県内の遺跡から出土するトレモラ閃行製の磨

製石斧とは色調が異なっている場合が多い。この

点について、前稿では加熱処理の可能性を考え、
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加熱実験の結果を示した(大屋2014)。今回はよ

り詳細に色調の変化について示す事とした。

具体的には、数種類の色調の異なる原石を選択

し、岩石カッターによって板状の試料老連続的に

作成し、各々を温度を変えて加熱し、色調の変化

を観察した。

1 試料と方法

試料は、新潟県と富山県の県境を流れる境川の

河口周辺で数年前に採取した比較的大きいトレモ

ラ閃石岩の円磯7点在用いた。

円礁から板状の試料を作成するに際しては、当

事業開の平成25年度研究助成を受け、パリノサー

ヴ、エイ株式会社に切断そ委託し、岩石カッターで

連続的に厚さ 5削l程度の薄片そ作成した。この結

果、各原石について、 10枚程度の薄片が得られた。

加熱は電気炉者用い、室温から開始して、目的

の温度で2時間加熱を行い、その後に徐冷した。

目的の温度は、 1000Cから 8000Cまで、 1000C毎

に設定した。

これによって、同一母岩から得られた薄片が非

加熱、 1000C加熱、 2000C加熱・・・8000C加熱と

いうように、温庭毎の色調変化が観察できるよう

に処理された。



また、 NPO法人山梨県水品会議の宮川守氏を

通じて水晶研磨職人の山中弘光氏に依頼し、各資

料の片面について研磨し、光沢面とした。

2 結果

結果を口絵l、2に写真で示した。

資料l、3、6では、 6000C程度の加熱から赤

色化が著しかった。

資料2、4では、 8000Cの加熱まで著しい赤色

化は見られなかった。

資料5、7では、 7000C'"'-'8000C程度の加熱で、

急激に赤色化が見られた。

トレモラ閃石岩の加熱による色調変化は、回j容

体組成と不純物の組成の差によって、著しい差が

ある事がわかった。

来雑物を含むトレモラ閃石岩は、加熱によって

亀裂が生じた。

3 考察

前稿では、以下のように纏めた。

①トレモラ閃石岩は、加熱によって色調が変化

することがわかった。

②加熱処理の目的は、水によって緩やかに磨滅

する性質を除去し、色調を整えることが想定され

るが、材質改善については不明である。

③加熱処理の結果、鉱物組成に大きな変化は見
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られなかった。
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る。
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物付近に亀裂が生じる現象が見られた。このこと

から、加熱処理の目的については、一定温度以上

の加熱処理によって、原石中の爽雑物付近に意図

的に亀裂を生じさせ、これを除外することによっ

て、良質の原石を選択した可能性が指摘できる。

⑨製作遺跡で見られるトレモラ閃石岩製磨製石

斧の色調の多様性について、加熱試料との対比が

必要である。
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